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北方諸民族における現代の民族芸術研究への課題

イ ヌイ ト・アー トの商品化の歴史を中心に

齋 藤 玲 子*

   Contemporary Northern Peoples Art : 

In Reference to the Market Art History of Inuit

Reiko  SAITO

   Many references concerning the market art of Inuit give us the 

perspective into other native arts. 
   From prehistoric times, native peoples have made decorative 

tools and utensils, or carvings with an aesthetic sense and skillful 
technic, which represented their spiritual world and identity. 

   Many of the traditional culture have been lost due to accultur-
ation, however arts and crafts survived as tourist arts though their 
forms have changed. These arts not only helps to support their 
economy but also to maintain their  tradition, 

   During the period of early contact untill the mid 19th century, 
Europians and Americans purchased the ivory objects, carvings 
etc. that the Inuit had made for their own use. In late 19th century 
Inuit adopted the Europian style in their arts, like the pictorial 
engraving on the ivory cribbage board. A permanent market for 
native arts was created by gold rushes around the turn of the century. 
Later the government helped to organize a sales network and a 

productive cooperation. Recent years the Inuit attaches the tag to 
their art as a letter of guarantee. 

   In Hokkaido and Sakhalin, Japanese and Russian explorers 
were in close contact with Ainu, Uilta and Nivkhi peoples after the 
17th century. Japanese officers asked them to make souvenirs such as 
wooden utensils and woven goods. A number of these instances from 
ethnographic records indicate an early market art in these regions.

北海道立北方民族博物館学芸員

キーワー ド　北方民族、商業芸術、観光芸術、イヌイ ト、アイヌ
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1.は じ め に

　イヌイ トをはじめとする極北の先住民たちは、 ヨーロッパ人 と接触す る以前か ら、自分

たちの使 う道具 ・器物類に装飾的なデザイ ンや細工を施 しており、特に彫像や仮面など儀

礼 に関わる物には芸術的な価値の認められるものが多 い。

　現在、北方諸地域は政治 ・経済的には先進国に属 し、旧ソ連や中国を除いては資本主義

社会 に組み込まれている。欧米人 との最初の接触か ら現代にいたるまでの間に、さまざま

な文化的伝統が消滅 していったが、形を変えなが らも続 いてきたのが、アー ト;美 術工芸

品の製作である。これは経済的にも先住民たちを支え、また民族のアイデンティティを保

持するものとして も大 きく貢献 している。

　イヌイ トとインディアンのアー トについては、先史時代か らヨーロッパ人 との接触期、

そして現代にいたるまでの歴史的研究がさまざまな視点で行われてお り、それ らに関する

出版物 も大変多い。こういった極北の先住民のアー トの変遷をたどり、また日本 における

若干の事例をまじえて民族芸術の歴史を概観することか ら、現在行われている各民族によ

るアー トへの取組みの今 日的意味を考えてみたい。

2.「 民族芸術の商品化」の過程

　国際観光がかなりのスピー ドで拡大を続けている今 日、開発途上国における観光は、ま

ず自然が売 り物にされ、観光開発にともない文化もまた 「商品化」されてきている。 この

文化の商品化によって、開発途上国のみならず、イヌイ トやマオ リのように先進国に住む

少数派の民族 も国際観光のターゲ ッ トになるとともに、またそれをてこにして、エスニッ

ク ・アイデンティティの確立をはか るケースが しば しばみられるという[石 森1991]。

　また石森 によれば、観光客向けの 「芸術の商品化」の過程はどの民族で も類似 している

という。第一段階は、生活に用いているものをそのまま観光客などのゲス トに売 った り公

開 したりするもので、次の段階が観光客のために特別に芸術が商品化される場合である。

この段階で 「観光芸術」が成立 したといえる。観光芸術;tourist　artは 、かって空港芸術;

airport　artと よばれた観光客向けの土産物を含み、芸能や音楽などを も指す。ここでい

うアー トは通常 「芸術」あるいは 「美術」と訳されるが、 日本語の 「芸術」には表現する

こと自体を目的とした行為の意味が濃 く、 「美術」という言葉 も生活 と切 り離 されたイ

メージがあり、クラフ ト 「工芸」ではその範疇が狭すぎるため、美術 ・工芸全般をさす場

合はあえてアー トという言葉を使 うことにした。近年は日本でも民族芸術学や観光学への

関心がたかまり、 これ らに関する用語は、今後その定義がますます洗練 されたものになる

だろうと考え られる。
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3.イ ヌイ ト ・ア ー トの 観光 芸術 化

　 ラップラン ドのサ ミやアムール流域の民族のように、隣接する強大な民族 との接触がか

なり早 くから始まっていた地域 と違い、シベ リアの諸民族やイヌイ トは17～18世 紀頃まで

欧米人との接触 はほとんど無か った。ただ しイヌイ トといって もアラスカ、 カナダ、 グ

リー ンラン ドなど、地域によってヨーロッパ人 との接触時期や もともと持っていた物質文

化の違いがあり、それぞれ観光芸術発達の契機や年代は異なるが、変遷の過程においては

共通する点があ り、比較の対象 となりうる。

　 ここでは、特に研究が多 く発表 されている北部アラスカとカナダのイヌイ ト・アー トに

つ いて、以下 に諸研究か らその変容 と契機 とな った事象などを概観 してみたい[RAY

1977,1982,GOETZ　 1984,　SWINTON　 1990]o

〈牙の彫刻〉

　アラスカのイヌイ トは、その文化 内容によって、大きく北西部、南西部、アラスカ湾地

方(太 平洋)の3つ に分け られている。北アラスカは、アラスカの他地域のイヌイ トに比

べて遅 くまで伝統的な文化を残 していたところで、 ロシアからの買収後、1970年 代にアメ

リカ合衆国が行 った多 くの調査が、イヌイ トの伝統的な物質文化や生活を知るうえで貴重

なデータとなっている。先史時代の遺物をみていくと、イヌイ トは装身具や裁縫道具、袋

や箱類のファスナー、道具類、喫煙具、人形、偶像など彫刻の技術に優れていることがみ

て とれる。なかでもセイウチの牙 は、素材の耐久性 とそれを有するセイウチという動物の

ユニークさ、また遺物 として も大量 に発見 されることなどから、イヌイ トのアー トとして

代表的なものの一つといえる。伝統的に、牙 は人形や多 くの実用品として、またお守 りと

しての広い利用がなされていた。

　 18世紀後半までにロシアがアラスカへ と進出 した当時の記録 も残されてはいるが、1850

年代に捕鯨船が頻繁に立ち寄るようになると、以前 とは比べようもないくらい接触は緊密

になった。その頃、捕鯨者たちが土産物として欲 しが った ものが、牙製の彫像と木製の仮

面であった。それらは元来、イヌイ トたちが作っていたものであり、売 ることを目的に製

作されたとはいえ、彫像や仮面の根本的なスタイル 自体 に欧米文化の影響 は少なかったと

考え られている。

　絵画的手法

　 しかし、1890年 代には 「ピク トグラフ;pictograph」 と呼ばれる絵画的表現の彫刻が多

く見 られるようになる。表面の堅い物への線刻は、北部のイヌイ トによくみ られ る技法で、

アラスカの他の地域では、同様の主題を木製品や海獣の内臓膜を伸ば した物 に描 くとい う

形式だった。それらには、頭と胴体 と手足が丸と直線で表現された人物、たとえばイヌイ
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トの狩猟や仮面ダンス、闘いなどの生活場面が、多 くには冬の家 ・テ ント・魚干 し場など

とともに、小 さな線刻画で構成 されている。

　 ピク トグラフはさまざまな物に施されていたが、特に19世 紀、ノー トン湾か らコッツェ

ビュー湾のベー リング海峡地域で最も盛んに行われ、弓錐の弓をは じあとす る品々に、そ

の高まりがみられる。また ピク トグラフは、19世 紀の北 アラスカ ・イヌイ トの歴史の縮図

であるといわれ、初期 には鈷 による海獣猟や弓矢 によるカ リブー猟などの狩猟の記録

(hunthing　 tally)と して作 られていたが、アメ リカの捕鯨船がべ一 リング海を通 った

1848年 以降、帆船や銃を持ったイヌイ トの様子などが記録 されるようになった。

　 19世紀末には捕鯨船に乗 り込んでいたあるイヌイ ト男性が、慰み細工か らヒン トを得て

クリベ ッジボー ド(ト ランプゲームの点数を数える盤)を 初めて作 ったといわれてお り、

これは絵画的手法が取 り入れ られたイヌイ ト・アー トの中でも最 も人気があり高価な商品

であった(図1参 照)。 クリベ ッジボー ドやセイウチの牙全体に彫 りこまれた絵 は、 この

頃に単なる線画か らより写実的になり、影をつけて立体的に見せるなど完全に西欧風の様

式がとられるようにな った。イヌイ トの写実表現の巧みさが買われ、写真や絵などの図柄

を牙に彫刻す るようにとの注文により、さまざまな品が製作 されるようにな った。

　ゴール ドラッシュ

　 このように、商品化の過程で様式 自体に変化が起きてはいたが、イヌイ ト・アー トの恒

久的な市場は、 ゴール ドラ ッシュによって確立 され、それは20世紀に入ってか らのことで

ある。金の採掘に来た人びとは、ひと山当てる当てないにかかわ らず、先住民のアー トを

土産に持ち帰 った。特に男性の作る工芸品は伝統的な ものから大きく変容 したといわれ、

始めて牙製のパイプが作 られたのは、ゴール ドラッシュ初期の1890年 代だった。また、古

い物が好まれ ることを知 ったイヌイ トたちは、遺物を掘 り出 して売 ったり、果ては類似の

ものを作って古 く見せるためにいったん埋めてか ら売 り物に したという話 も伝えられてい

る。

　技術継承の危機

　発展のきざしが見えたアー ト製作 も、1918年 に北部アラスカを襲ったイ ンフルエンザに

よって多 くの職人が死亡 し、特に彫刻師やバスケッ トの編み手が激減 したため、土産物市

場は急激に活気が失せた。セ ント・マイケルではバスケット製作が行われな くなり、ノー

ムで も1909年 以来続いてきたクリベ ッジ ・ボー ドやペーパーナイフなどの牙彫刻が足踏み

状態になった。

戦 　 　 　後

本 稿で も引用 して い るイ ヌイ ト・ア ー トの研 究者D.J.Rayに よ って1955年 、 リ トル ・
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ダイオ ミー ド島やキング島か ら多 くの彫刻師たちが移住 していたノームに、研究所が創立

された。当時は、コ ミュニティ ・セ ンターに地域住民が集まって彫刻をっ くり、彫刻のほ

か、室内履きなどの販売 も行われていた。若者は年長者か ら技術を学び、彼 らの作 った も

のは安価だ った。っまり見栄えの良 くないもので も安いために早 く売れることもあり、芸

術的価値の乏 しい ものでも、手作 りならば客は買 っていった。ただ し、い くら安 くても機

械で作ったり、磨いたりした ものは売れなかった。腕の良い彫刻師が作 る良い品は結構な

額で売れ、夏には生計を維持するために港湾労働や片手間の仕事を したりしていたが、大

半はフルタイムで彫刻に従事するか狩猟を組みあわせ暮 らしをたてていた。

　希少動物の保護政策 とイヌイ ト・アー ト

　 1973年 にはイヌイ ト・アー トにとって衝撃的な出来事が起 きた。フェデラル ・マ リン ・

マンマル ・アク ト1972(Federal　 Marine　 Mammal　 Act　of　1972)で 、先住民にのみセ

イウチの狩猟を認めるが、その売買や輸出を禁 じる規制が定め られた。牙や海獣の毛皮入

手が危ぶまれ るようになったため、新 しい様式や素材を用いたアー トが奨励されたが、牙

製品は依然土産物市場で優勢だ った。かってないほどの多 くの彫刻家たちが、非合法で牙

を調達 し、販売の際にはイヌイ トしか扱えないという点が強調 され、物価 自体はそれ程上

が っていないのに、牙の値段は20年 前に比べ、6～7倍 にも跳ね上が った。

　彫像製作は60～70年 代の間に著 しく増加 しており、かつてないほど多 くの牙製人物像が

作 られた。特に古い時代のイヌイ トの衣類をっけた郷愁を誘 うようなものや、新 しくイヌ

イ ト風に解釈されたマ ドンナの彫像が多か った。収集すること自体が目的となった結果、

繊細な彫刻が作 られ、最 も人気の高かったのは極北の動物や鳥だったが、それ らの中には

印刷された絵から複製されたものもあった。 しばしば製作を依頼 されるような腕の良い彫

刻家は、注文に追いつかないほどで、特に70年 代にはアラスカに住む収集家は、まるで牙

彫刻に明日はないかのように、できるだけ多 くの物を集めようと躍起になっていた。

クジラひげ

〈鯨髭のバスケッ ト〉

　鯨髭を編んだバスケ ットも北部アラスカ独特の ものであるが、アメリカの捕鯨が引き金

となって製作が始 まった比較的新 しいアー トである。以下に、その歴史を概観 してみたい。

　 ヨーロッパ人 と北アラスカのイヌイ トとの直接的な接触は、1826年 に探検家Beecheyと

が最初であったが、以降イヌイ トと探検家 との接触は1848年 まではごく限 られたものであ

り、1914年 頃まで続いたこの地での商業捕鯨が、イヌイ トと欧米人との長い相互影響の第

一段階であった。初め、アメリカの捕鯨者たちは脂肪を目的にホ ッキョククジラを捕 って

いたが、1875年 までには石油か ら燃料が入手できるようになり、目的はコルセ ットなどの

材料として用いるための鯨髭(baleen)へ と移行 していった。1890年 代になると、学校

や教会が建てられるなど、アメリカによる捕鯨活動 は北部アラスカの生業と物質文化に変
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容を もたらした。先住民 との間に通貨が用いられるようになる1959年 代以前には、物々交

換が行われており、彼 らにとっては鯨髭が最 も交換価値の高い物品で、その他では、牙を

はじあアラスカ固有の素材で作 られた手製の彫像などだった。バローでは、1881年 までに

仮面 と牙彫刻が これらの 目的で作 られ始めたという。北アラスカでは老人や障害を持つ人 旨

などを除いては、アー ト製作 は専業職 というより補足的な もので、交易品を手に入れる他

の方法が欠 けていたときのみ、従事 した。

　 1908年 以降、ホッキ ョククジラの減少 と鋼鉄製スプ リングやセルロイ ドの発達によって、

商業捕鯨が しりすぼみになった。アメリカの市場で鯨髭が下落するに及んで、1914年 に捕

鯨 は中止された。捕鯨者が撤退すると、イヌイ トたちは狩猟を中心 とする生業を再開 した

が、移入 された物質文化は日常生活に定着 しており、以前と同じ生活には戻れなか った。

　 1918～28年 の間は、毛皮交易が北部アラスカのイヌイ トの経済的孤立状態を埋あたが、

この選択はす ぐに大恐慌とソビエ ト連邦の承認とその結果ロシアとの通商禁止が解けたこ

とか ら終焉を迎えた。次の10年 間は、アー トが最 も確かな交易材料となった。この時期に

鯨髭バスケッ トの製作が本格的に始まった。

　他のアー トと同様、鯨髭バスケ ットも確立期、繁栄期、衰退期 といったい くっかの様相

を呈 した。形成期は1915～30年 で、最初に作 られたのは14～18年 の捕鯨が終わってから毛

皮交易が盛んになるまでの時期である。北米北部の先住民にとってバスケッ トを編むのは

通常女性の仕事だったが、 ヨーロッパ人 との接触まで極北の海岸地帯では全 く作 られてお

らず、アメ リカの捕鯨者は、むしろ男性にヤナギ製のバスケ ットと同様のものを鯨髭で複

製させた。

　確立および繁栄 した時期は1930～45年 で、製作者が増え、牙や鳥のクイル(羽 軸)を

使 った装飾などが用い られるようにな り、編み方 も複雑で美 しいものになった。特定はで

きないが、30年 代後半か らバ ロー以外の町でも製作が始 まる。

　 37年以前は、鯨髭バスケ ットは地方の店を通 して共同体の中や行商人、訪問者へ直接売

られていた。航空機就航以後、 ノームやコッツェビューなど他の町で既に工芸品を扱 って

いた店から、広 く市場へ出回 るようになった。また、政府のインディアン関係局の物資供

給船が現地で工芸品を収集 し、各寄港地でディーラーを通 じて商品がさばかれ、次回現地

を訪れた ときに収益金が先住民に支払われるよ うになった。そのよ うななか、鯨髭バス

ケ ットの歴史にもっとも大きく関与 したのは、アラスカ先住民アー ト&ク ラフ ト物資集配

セ ンター(Alaska　 Native　Arts　and　Crafts　Clearing　 House)で ある。それまでジュノー

に本拠地を置 く合衆国イ ンディアン関係局(Bureau　 of　Indian　Affairs)の 事務所の一っ

である、ネイティブ ・サービス(the　Native　Sarvise)が アラスカ先住民の健康、教育、福

祉を監督 してきたが、このネイティブ ・サー ビスが僻地の先住民の工芸品製作が経済的に

重要性を持っように、1937年 に合衆国内務省下の独立事務所であるイ ンディア ン・アー ト

・アン ド・クラフ ト局(Indian　 Arts　and　Crafts　Board)と 協力 して、工芸品部局を設置
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した。同時に、彼 らは基金を集めて上記の物資集配センターを設立 した。このセ ンターは

市場拡大に寄与 しただけではな く、新 しい芸術を生み出す力や契機にもなった。センター

は、ギフ トショップや博物館、軍事空港、船内の店、個人収集家にまで先住民のアー トを

流通させた。組織的に技術教育が行われ、 トレー ドマークを付けたりと、品質管理 と保証

もなされるようになった。このセ ンターは後(1956年)にAlaska　 Native　Arts　and　Crafts,

Inc.と なる。

　政府か らの役人や学校教師、宣教師などの長期滞在によりイヌイ トと外界との接触 は続

いたが、第二次世界大戦が始まってやっと経済的救援の最初の微かな光 りが極北の村 々に

もさしのべ られ るようになった。 しか し、それは同時に文化的には激的な変化の始まりで

もあった。軍事基地が極北の海岸にも建設され、1946年 にはバ ロー基地で、イヌイ トが始

めてフルタイムで雇用された。53～82年 までにバローの人口は倍増 したが、賃金労働者の

増加にともない、収入があまり期待できない工芸を職にする人 は減ってきた。一方、ポイ

ン ト・ホープでは生産が向上 し、 ここでは戦中戦後の軍事的影響が最小限だったことと60

年代まで村が比較的孤立化 していたことが、その理由ではないかという。

　 60年代以降は、公的教育の広が り、油田開発やパイプ ・ラインの建設、アラスカ原住民

諸要求解決法(ANCSA)の 立法化(1971年 制定)が 文化の変化に拍車を掛 けた。核家族

化が進み、狩猟が週末か休暇時に制限されたため賃金労働の必要が生 じ、その選択肢の一

つとしてアー トに携わる者が出はじあ、近年 もアラスカ観光の高まりなどに支えられて製

作が続け られている。

〈仮　　　面〉

　木製のものにも、仮面のように接触の初期 にアラスカの土産物として重要だ ったものが

あるが、先述のようにイヌイ トらしいという判断から牙製品に目が向け られていたことや、

儀礼に関わるものがキリス ト教など西欧化の影響の下で作 られていなかった ことなどか ら、

長い間ほとん ど市場には出回 らなかった。戦後、木製や鯨骨製の仮面が室内装飾用などと

して再び作 られるようになり、また伝統的には無かったカリブー皮製の仮面が、アナク ト

ブク ・パスで製作 されるなど、アー トとしての評価を得て きている。仮面の歴史 にっいて

は、岡田[1992:31-55]が まとめているので、参照されたい。

〈版画 ・滑石彫刻 ～カナダの場合〉

　版画と滑石(ソ ープス トーン)彫 刻は、現在のカナダ ・イヌイ トの代表的なアー トであ

るが、これ らのアー トが市場に出回 りは じめたのは大変新 しいことである。J.A.Houston

という美術大学で学んだ経験を持っカナダ人が、1948年 にハ ドソン湾岸への旅でイヌイ ト

の彫刻の素晴らしさを見出 し、政府やハ ドソン湾会社、カナダ手工芸組合に働 きかけて保

護奨励に力を注いだ結果、公衆の注 目をひ くことにな った。彼は後に、カナダ政府の役人
　 　　 　　」
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としてパ フィン島に駐在 しイヌイ トの福祉 ・教育に従事する一方、アー ト製作の指導 ・助

言者 として、 日本の版画技術を取 り入れイヌイ トのアー ト活動に貢献 した。

　それ以前のカナダ極北圏では、捕鯨が衰退す るとともに1910年 代にはハ ドソン湾会社を

はじめとする交易者たちが、イヌイ トとホッキ ョクキツネの毛皮交易を始め、25年 までに、

は交易ネッ トワークが確立 し、イヌイ ト交易所へ経済的に依存するようになっていった。

また30年 代 には、宣教師によって布教や学校教育、病気治療が行われるようになり、イヌ

イ トの精神文化などに大きな影響が与え られた。そ して40年 代後半には、毛皮の暴落や病

気などでイヌイ トの生活環境が悪化 したことと軍事的要因から、政府はイヌイ トに目を向

け始めたのである[岸 上1990]。

　 1949年 以後のカナダ ・イヌイ ト・アー トに関す る時代の流れは、大 きく3っ に分けられ

るという[GoETz　 1984コ。60年 頃までは、多 くのイヌイ トがキャンプ地で狩猟や漁携の

生活を続けていたため、彫刻のモチーフはその実写 といえた。製作者が誰であるかという

ことは問題にされず、アー ト製作は副業で しかなかった。次の10年 間には定住化が進み、

イヌイ トも賃金労働に就 く必要が生 じたため、各共同体で協同組合などが設立され、素材

の入手か ら販売 までを行うようになった。版画 も盛んに製作されるようになり、アー ト製

作 も分業 ・共同作業化 されるとともに、絵描きや彫刻師は作家 としての 自覚を持っように

なり、アメリカ人 もこれ らの収集 に興味を持っようになっていった。版画や彫刻のモチー

フは、かっての暮 らしを懐古す るようなものが多か った。70年 ～80年 は、生活の近代化に

よる伝統文化の急速 な喪失を くい とめるため、 イヌイ ト文化研究所(lnuit　 Cultural

Institute)が 設立 され、文化的情報の収集などの努力がなされた。 この時代 になると、

素材や道具、技法などの吟味 ・洗練 によって、主題 とその表現力が重視されるようになり、

素朴な生活描写か らより芸術的なものへ と移 り変わ っていった。

　 このように、い くつかの事例を取 り上げて、イヌイ ト・アー トの変遷を見てきたが、共

通 していえることは、捕鯨、毛皮交易、ゴール ドラッシュと戦争など極北地域への人の流

入がアー トの性質を変える大きな契機となったこと、土産物商売 として望まれるものだけ

が作 られた とい うこと、先住民の経済的自立のため販売網の組織化などに公的な援助が

あったことなどが挙げられる。質的な面では、来訪者や収集家に何を作るかを決定す る強

い力があ り、それが現在のイヌイ ト・アー トを多様にしただけでな く、混沌 としたものさ

せたということができる。買い手 にとって重要な点は、品物がいかに 「イヌイ トらしい」

か ということで、どこで作 られたかということだけでな く、歴史を無視 して買い手が勝手

に想像するところの 「本物」 らしさが求められ、木製品やカリブーやムースなどの動物を

象 ったものは伝統的なイヌイ トの営みである海や氷 と結び付かないという理 由で排除され

た。 ビリケ ン(小 さな福の神 に似 た彫像)の ようにイヌイ トでないアメ リカ人イラス ト

レーターがパテン トをとった ものが好まれているというのは、その良い例である。・
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　多 くは女性が製作に従事 している植物製バスケットやアップ リケのタペス トリーにっい

て、イヌイ トの場合あまり多 くの研究はなされていないようだが、今後に待ちたい。

　グリー ンランドでは、1884年 デンマーク海軍のG.Holmが 東海岸のアマサ リク地域を初

めて訪れ、人びとの生活を観察記録するとともに膨大な民族資料を故国に持ち帰 った。そ

れ らのなかには精巧な人形、人や動物の彫刻、柄杓や桶、カヤ ックやウ ミア ックの模型が

含まれてお り、 この事実はもともと自らのために人形や模型などを製作する伝統があった

ことを物語っていた。西海岸ではそれより早 く西欧人との接触があり、1860年 頃か らイヌ

イ トによる絵画が存在 し、1930年 前後か ら彫塑が盛んになったという[BuRLAND　 1973]。

これ らについてはバーラン ドも紹介 しているが、今回は資料が少なく言及できなかった。

グリー ンラン ドのアー トはヨー ロッパ市場 と結 びっいているため、その歴史 には北米 と

違った点 も多 くあると思われ、興味ある課題である。

4.日 本 に関す る事例

　北海道、サハ リン、千島列島の先住民であるアイヌ、ウイルタ、ニブフの人びとに目を

むけてみると、 このようなアー トに関する歴史的視野にた った研究は集大成されていると

はいいがたい。今回は若干の事例を検討 し、今後の調査研究の端緒としたい。

　サハ リンは18世 紀末以降、歴史の流れに翻弄されてきた。18世 紀末にサハ リン南部では

和人の漁場経営が開始され、19世 紀初頭には北蝦夷地 として幕府直轄になる。以後サハ リ

ンは日露雑居の状況におかれるが、1875(明 治8)年 、樺太千島交換条約によりロシアは

全島を領有する。さらに日露戦争後、1905(明 治38)年 講和条約により北緯50度 以南が 日

本に割譲 され、 この状況は第二次大戦終了まで継続する。 このようななかでサハ リン南部

の先住民 はさまざまな影響を受けて きたが、 日露戦争後の 日本による政策の影響 も大き

かった。1921(大 正10)年 、アイヌは伝統的に生活 してきた相浜、小田寒、保呂、白浦等

10カ 所の集落を放棄させ られ、新 たに白浜へ移住を余儀な くされた[知 里1973]。 同様

に1926(昭 和1)年 、タライカ湾の敷香郊外の"オ タスの杜"に はウイルタ、ニブフの人

びとが強制的に移住させ られた。　 "オタスの杜"は 当時サハ リン南部すなわち日本領樺太

を訪れる"内 地"の 旅行者にとって人気のあった観光名所で、観光絵葉書として売 られて

いた写真のモチーフか らもあきらかである。ここではウイルタ、ニブフの人びとは訪問者

の好奇の目にさらされると同時に観光用絵葉書、写真(当 時、カメラは高価なもので写真

そのものが売 られていた)の モデルになっていた。

　 この"オ タスの杜"に は1930(昭 和5)年"敷 香土人教習所"　 (後の"敷 香教育所")

が開設 され、その学科 目に民族的特徴を生か した"土 俗品製作"を 行 う 「手工」および

「手芸」が含まれ、 トナカイ皮に刺繍を施 した財布や煙草入れ、小形の敷物が作 られ[河

野1976]、 土産品となった[田 中1989]。

97



齋藤　北方諸民族における現代の民族芸術研究への課題

　一方、北海道アイヌの生活について直接見聞したものは、1600年 代に宣教師 らが残 した

記録があるが、和人によるものは18世 紀になってからその数を増す。宝永7(1710)年 、幕

府巡見使の一行に加わって来島 した松宮観山の 『蝦夷談筆記』の中に次のような一文があ

る。 「一、蝦夷人細工 は掛刀のさや、マキ リ 〈小刀〉のさや斗仕候。煙草入杯も彫申候」。

また安政3(1856)年 に来道 した窪田子蔵の『協和私役』には、 「十八 日　御奉行より贈物

あり。エ トロフ夷製の ミゴ様の草にて作れる炭取形の者一つ。同く夷製長 き木を くりて鎖

っなぎに作 りたる手拭掛一っ。白木盆彫刻ある者二枚」。 この他、平秩東作 『東遊記』

(天明3(1783)年)で は、アイヌの人びとが彫刻の腕に優れさまざまな道具や生活用品に

模様をつけていたこと、見本があれば水さし香合の類まで作 ってくれることなどが記 して
　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　 ふとい

ある。荒井保恵の 『東行漫筆』(文 化四(1807)年)か らは、菓子入れ、手拭掛、藺莚、ア

ザ ラシ腹子籠、鑓、テ ンキ 〈ハマニ ンニ ク〉の敷莚、また松浦武四郎の 「近世蝦夷人物

誌」からも筆筒、筆軸、印籠などがみ られ る。これ らは、幕府の役人の土産物や献上品と
　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　 じぶんかせぎ

され、喜ばれていた。請負人や役所 に雇われていない者や冬季間の 「自分稼」の一っ とし

て、手の利 く者は細工物に専念 し、それを内地商品に代えて家計を助けた という。「安政

二年宗谷場所御引渡目録」には蝦夷キナ 〈むしろ〉、 シナノキ製の網、縄、アツシの他、

蝦夷細工 〈木工〉手拭掛、茶壺等 々の米 との取引基準が記 されている[網 走市史1958:

739-741]。(〈 〉内筆者注。)

　明治になり、九年に漁場持廃止が開拓庁より通達されると、 これによって職を失 うアイ

ヌが増え、生活に窮する者が多 くなった。 このため、根室支庁でアイヌの手工芸品や毛皮

類を買い上げ独立の生計にまで育成 しようとしたが、漁業が再開されると、工芸品の製作

を もともと副業としか考えていなかったアイヌの人びとはこれに身を入れる者が少 なく

な ったという[前 同:1094-1098]。 このように官の授産策は思 い通 りに運ばなかったが、

開拓史の記録には江戸時代に比べ、 どのような物が作 られていてその価値が どのようなも

のだ ったかを知ることのできる資料が豊富にあると思われる。また、これ らの細工物は博

覧会などに出品され、東京国立博物館所蔵のアイヌ民族資料目録にも紹介されているので、

実物および写真で見ることができ、現在北海道各地の土産物店で売 られている木彫品など

と、趣を異 にすることがよくわかる。

5.現 在の民族芸術に関す る動 き

　前述のとお り、アラスカでは1950年 代後半か ら、先住民の作る工芸品に商標をつけ、品

質を管理するとともに、 「伝統的」で 「手作 り」であることを保証することが行われてき

た。アラスカの工芸品に対 して州政府が認めている商標は2種 類あり、黒地に銀色の手の

マークが付いた通称 「シルバ ーハ ンド」とよばれる商標は、イヌイ ト、アリュー ト、イン

ディアンなどの先住民が製作 したものであることを示 している。 もう一つのホッキ ョクグ
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マがデザイ ンされているものは、先住民以外のアラスカ住民による製品で 「メイ ド・イン

・アラスカ」を示 している。

　カナダでも政府の認可の下、イヌイ トによる手作 りの製品には、イグルーをデザインし

た商標がっけられてお り、そこには製作者の氏名、共同体名、製作年、番号が記 してある。

また、ケベ ック州では、独 自の商標をつけている。

　北欧で も同様に、サ ミ以外の人びとによって作 られた大量生産の模造品などが土産物 と

して氾濫 したため、80年 代になってサ ミ評議委員会がサ ミ自身による手工芸品に番号 と名

前を記 した証明書を付け、民族文化に著作権をと主張 している[葛 野1990]。

　一方アイヌでは、札幌、釧路、阿寒など各地で民芸(工 芸)協 同組合が素材の入手や商

品の開発に努め、 ウタリ協会でも民芸品コンクールを毎年開 くなど、技術の向上を奨励 し

ている。また、昨年釧路市が建設 したウタリ共同作業所のように、生産から販売までを行

い雇用の場をつ くると共に伝統技術の後継者を育成する動きが、近年 も続けられている。

　また、インディアンの ことにつっいてあまりふれて こなかったが、特に北西海岸インディ

アンのアー トは芸術的評価が高 く、親族集団でアーティス トとして活動 している者が多い。

6。 課 題

　博物館 として、資料の収集や展示にあたる際にも、さまざまな物の歴史を知ることが、

データの乏 しい資料の編年を特定するのに重要であることは言 うまで もない。文化はその

時代によって変容 していくものであり、アー トもまたその需要によって変化を迫 られてき

た。我々が認識 している 「伝統」は民族誌現在を想定 しがちであったが、 このような本稿

をまとあるにあたり、異文化のせめぎあいの結果である接触期以後の物質文化の変容 と、

その過程を知 ることではじあて伝統の本質が見えてきた感を持 った。今回は、検討 した事

例の レベルが統一されていなかったが、詳 しく取 り上げ られなかった民族 ・地域、 とりわ

け北海道 ・サハ リン地域にっいて、引き続き調べていきたいと考えている。

　今後 も拡大化す ると思われる観光ブームは、極北の地に も延び、北方諸民族のアー トを

求める市場 も引き続 き増大す るであろう。需要が増える一方で、真剣に自民族のアー トに

携わろうとする人びとも増えているようだ。今年は国際先住民年 ということで、民族文化

を見っめ直そ うという気運が高まっているが、民族のアイデ ンティティを保っことと現代

文明の波に乗 ることとは、必ず しも折 りあわない もので はない とい うことを、エスノ ・

アー トは示 して くれるのぼ はないだろうか。近年のエスノ ・アー トに対す る内外の関心の

高まりによって、今後どのようなかたちで市場が展開し、様式や質にどのような影響を与

えてい くのか、その行方 は残 されたこれか らの 「民族」に関わる問題 として貴重 な研究

テーマで もある。
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図1　 クリベ ッジボー ド(当 館 蔵。1900年 頃 に収集 された もの)

図2　 カナ ダのエスキモ ー ・ア ー ト

　　 　の商標(当 館 蔵)

図3　 アラスカの美術工芸品に関す

　　　るパ ンフレッ ト
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